
 

 

別記様式第９号 

 

 

指定棚田地域振興活動計画の変更の認定申請書 

 

小 農 第 1 4 2 7 号 

令和６年３月 29 日 

 

  総務大臣 松本 剛明 殿 

文部科学大臣 盛山 正仁 殿 

農林水産大臣 坂本 哲志 殿 

国土交通大臣 斉藤 鉄夫 殿 

  環境大臣 伊藤 信太郎 殿 

 

小千谷市長 宮崎 悦男 

 

 

 令和４年５月 24日付けで認定を受けた指定棚田地域振興活動計画について下記のとお

り変更したいので、法第 10条第５項の規定に基づき、認定を申請します。 

 

 

１ 変更事項 

  保全を図る棚田等の変更 

 

２ 変更の内容 

  別紙のとおり 

 

 



指定棚田地域振興活動計画 

 

 

作成主体の名称：小千谷棚田地域振興協議会 

 

１ 指定棚田地域振興活動を通じて保全を図る棚田等に関する事項（棚田等の名称及び範囲） 

旧東山村地域の棚田 

（首沢の棚田、東山の棚田 範囲については別添１のとおり） 

旧小千谷町地域の棚田 

（郡又の棚田、塩殿の棚田、池ケ原の棚田、上片貝の棚田 範囲については別添１のとお

り） 

旧川井村地域の棚田 

 （冬井の棚田、戸屋の棚田、真皿の棚田、川井本田の棚田 範囲については別添１のとお

り） 

旧真人村地域の棚田 

 （山新田の棚田、若栃の棚田、芹久保の棚田、石名坂の棚田、中山の棚田、干三の棚田、

上沢万年の棚田、十二越・桜田の棚田、栗山・小坂の棚田 範囲については別添１のとお

り） 

旧岩沢村地域の棚田 

 （岩山の棚田、岩沢桂の棚田 範囲については別添１のとおり） 

 

２ 指定棚田地域振興活動の目標 

（１）棚田等の保全 

・耕作放棄の防止・削減 

令和６年度末まで保全を図る棚田等（183.9ha）における耕作放棄率 0％の現状を維持す

る。 

・生産性・付加価値の向上 

令和６年度までに農道 3820ｍ、水路 1050ｍの草刈り作業に畦草刈り機を導入し、省力化

を図る。 

棚田米の食味成分・特性についての情報をウェブで公表することで付加価値を向上させ、

令和６年度末までに棚田米の販売額を 75 万円増加させる。 

（２）棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮 

・自然環境の保全・活用 

令和６年度までに農業体験・農業研修の受け入れを９００日実施する。 

（３）棚田を核とした棚田地域の振興 

・棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大による地域振興 

関係人口創出のため、ウェブで閲覧できる動画等のコンテンツを令和６年度末までに１０

０件作成し、情報発信を行う。 

 

３ 計画期間 

令和２年８月～令和７年３月 

 



４ 各年度において行う指定棚田地域振興活動の内容及び実施主体に関する事項 

（１）指定棚田地域振興活動の内容 

以下の指定棚田地域振興活動について、別添２の工程表に基づき実施することとする。 

 

① 棚田等の保全 

・耕作放棄の防止・削減 

中山間地域等直接支払交付金を活用し、棚田等の維持管理を行うことで、保全を図る棚

田 183.9ha の耕作放棄率 0％を維持する。 

 旧東山村地域の棚田  東山広域集落協定が維持管理を行う。 

 旧小千谷町地域の棚田 山辺・吉谷広域集落協定が維持管理を行う。 

 旧川井村地域の棚田、旧岩沢村地域の棚田 

  岩沢・川井広域集落協定が維持管理を行う。 

 旧真人村地域の棚田  真人里地広域集落協定、真人北部広域集落協定が 

維持管理を行う。 

・生産性・付加価値の向上 

農道、水路の草刈り作業に畦草刈り機を導入し省力化を図る。 

旧東山村地域の棚田  導入延長 農道 0ｍ→1200ｍ 

旧小千谷町地域の棚田 導入延長 農道 0ｍ→350ｍ 水路 0ｍ→50ｍ 

旧川井村地域の棚田  導入延長 農道 0ｍ→600ｍ 水路 0ｍ→570ｍ 

旧真人村地域の棚田  導入延長 農道 0ｍ→1670ｍ 水路 0ｍ→380ｍ 

旧岩沢村地域の棚田  導入延長 水路 0ｍ→50ｍ 

食味分析器を導入し、棚田米の食味成分・特性についての情報をウェブで公表すること

で付加価値の向上を図る。 

旧真人村地域の棚田  真人北部広域集落協定に導入。 

令和３年度販売(見込)額 670 万円→令和６年度末 745万円 

 

② 棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮 

・自然環境の保全・活用 

大学生のインターンシップ等で都市部の人々の農業体験・農業研修を受け入れることに

より、豊かな自然環境を活用した関係人口の創出・拡大を図る。 

 旧東山村地域の棚田  東山広域集落協定が受け入れる。 

            ０日→７５日（年間平均１５日×５年） 

 旧小千谷町地域の棚田 山辺・吉谷広域集落協定が受け入れる。 

            ０日→７５日（年間平均１５日×５年） 

 旧川井村地域の棚田、旧岩沢村地域の棚田 

            岩沢・川井広域集落協定が受け入れる。 

            ０日→３７５日（年間平均７５日×５年） 

 旧真人村地域の棚田  真人里地広域集落協定、真人北部広域集落協定が受け入れる。 

０日→３７５日（年間平均７５日×５年） 

 

③ 棚田を核とした棚田地域の振興 

・棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大による地域振興 



棚田の農作業の様子や農業体験の取組の動画等をウェブで発信し、関係人口の創出を図

る。 

旧東山村地域の棚田  ０件→１０件情報発信する。 

 旧小千谷町地域の棚田 ０件→１０件情報発信する。 

 旧川井村地域の棚田、旧岩沢村地域の棚田 

  ０件→４０件情報発信する。 

 旧真人村地域の棚田  ０件→４０件情報発信する。 

 

（２）指定棚田地域振興活動の実施主体 

上記（１）に掲げる指定棚田地域振興活動の実施主体は、主に下記５の指定棚田地域振興協

議会の参加者である。 

 

５ 指定棚田地域振興協議会に参加する者の名称又は氏名 

小千谷棚田地域振興協議会は小千谷市、農業者組織で構成。参加者の名称又は氏名について

は、別紙のとおり。 

 


